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【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ  90/00     (2016.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成29年3月31日(2017.3.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
サドル上の表面と係合するための表面を有する筐体と、
　前記筐体内にある、又は前記筐体に結合された１対のカメラとからなり、前記筐体が前
記サドルに結合されたときに、前記１対のカメラが、前記サドルに結合された外科手術ツ
ールのアクティブ要素の少なくとも一部分を含む視野を有する画像出力を提供する位置に
なる、ツール上に搭載した追跡及び誘導デバイス。
【請求項２】
少なくとも部分的には前記１対のカメラの前記視野内で出力を提供するように構成された
、前記筐体内にある、又は前記筐体に結合されたプロジェクタをさらに備える、請求項１
に記載のツール上に搭載した追跡及び誘導デバイス。
【請求項３】
前記プロジェクタより上方、前記プロジェクタより下方、前記１対のカメラより上方、前
記１対のカメラより下方、前記１対のカメラの間、前記アクティブ要素より下方、又は前
記アクティブ要素より上方で、前記筐体内にある、又は前記筐体に結合されたカメラであ
って、前記サドルに結合された外科手術ツールのアクティブ要素の少なくとも一部分を含
む視野を有する画像出力を提供するように構成されたカメラをさらに備える、請求項１又
は２に記載のツール上に搭載した追跡及び誘導デバイス。
【請求項４】
前記１対のカメラから出力を受信し、コンピュータ支援外科的処置の少なくとも１つの工
程を促進するために前記１対のカメラからの前記出力の少なくとも一部分を使用して画像
処理動作を実行するように構成された、前記筐体内にある、又は前記筐体と通信している
電子画像プロセッサをさらに備える、請求項１～３のいずれか１項に記載のツール上に搭
載した追跡及び誘導デバイス。
【請求項５】
前記コンピュータ支援外科的処置が、フリーハンド・ナビゲート・コンピュータ支援外科
的処置である、請求項１～４のいずれか１項に記載のツール上に搭載した追跡及び誘導デ
バイス。
【請求項６】
前記１対のカメラから出力を受信し、コンピュータ支援外科的処置の少なくとも１つの工
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程を促進するために前記１対のカメラからの前記出力の少なくとも一部分を使用して画像
処理動作を実行し、前記画像処理動作、コンピュータ支援外科的処置に関連する工程、又
はフリーハンド・ナビゲート・コンピュータ支援外科的処置の工程に基づいて前記プロジ
ェクタに対して出力を生成するように構成された、前記筐体内にある、又は前記筐体と通
信している電子画像プロセッサをさらに備える、請求項１～５のいずれか１項に記載のツ
ール上に搭載した追跡及び誘導デバイス。
【請求項７】
前記サドルに結合された前記筐体内にある、又は前記筐体に結合された第２の１対のカメ
ラをさらに備え、前記筐体が前記サドルに結合されたときに、前記１対のカメラ、又は前
記第２の１対のカメラが、前記サドルに結合された外科手術ツールのアクティブ要素の少
なくとも一部分を含む視野を有する画像出力を提供する位置にある、請求項１～６のいず
れか１項に記載のデバイス。
【請求項８】
前記１対のカメラ、又は前記第２の１対のカメラが、赤外線スペクトル内で見るための物
理的又は電子フィルタを備える、請求項１～７のいずれか１項に記載のデバイス。
【請求項９】
前記１対のカメラ、又は前記第２の１対のカメラが、位置決めされ、赤外線スペクトル内
で見るための物理的又は電子フィルタを備える、請求項１～８のいずれか１項に記載のデ
バイス。
【請求項１０】
任意のカメラの視野内で撮像された物体が、前記１対のカメラから７０ｍｍから２００ｍ
ｍのところにある、請求項１～９のいずれか１項に記載のデバイス。
【請求項１１】
前記第１のカメラ及び前記第２のカメラの視野内で撮像された物体が、前記第１及び第２
のカメラから５０ｍｍ～２５０ｍｍのところにある、請求項１～１０のいずれか１項に記
載のデバイス。
【請求項１２】
外科手術ツールの一部分と解除可能に係合するための前記表面が、前記外科手術ツールの
前記一部分、又は前記筐体と係合するように選択された修正型外科手術ツールと相補的な
湾曲を形成するように成形される、請求項１～１１のいずれか１項に記載のデバイス。
【請求項１３】
前記外科手術ツールの前記一部分が、前記筐体表面との解除可能な機械的係合及び解除可
能な電気的係合のうちの少なくとも一方に適応するように修正される、請求項１～１２の
いずれか１項に記載のデバイス。
【請求項１４】
外科手術ツールの一部分と解除可能に係合するための前記表面が、前記表面が前記外科手
術ツールに結合されたときに、前記外科手術ツールのアクティブ・セグメントの少なくと
も一部分が前記水平視野及び前記垂直視野内にあるように適応及び構成される、請求項１
～１３のいずれか１項に記載のデバイス。
【請求項１５】
前記外科手術ツールのアクティブ・セグメントの前記少なくとも一部分を、前記コンピュ
ータ支援外科的処置中に前記外科手術ツールのアクティブ要素として使用する、請求項１
～１４のいずれか１項に記載のデバイス。
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